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第 1 章 はじめに 

現在、色彩感情の効果が注目されている。高橋らの論文[1]では色がもたらす感情効果を

利用し、閲覧者に意図した感情を想起させ癒しの効果をもたらす映像作品についての研究

がおこなわれた。また、伊東らの論文[2]では２色配色の効果について SD 法を用いて研究

がおこなわれその結果、色相関のうち黄色、緑色、青色が他の色相と調和しやすく赤と橙

が調和しにくいことが分かった。しかし、どちらの研究も個人の特性についてまで言及し

ておらず客観性にやや欠ける。そのため本研究では 2色間の配色関係と YG性格検査を用い

て性格との相関をとり、個人の性格により二色配色に対するニーズが異なるのではないか

という内容を検討していく。 
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第 2 章 色彩 

2.1 色彩とは 

人が眼で捉えている事象は、全て「光」によってもたらされている。 光には「波長」が

あり、その中でも人間に見えるものを「可視光線」と呼ぶ。 大きく分けると「電磁波」に

なるが、可視光線である虹色は赤から始まり紫で終わる。これ以上の光が見えることはな

い。赤の波長より長いものを赤外線、紫の波長より短いものを紫外線と言う。他にも電波

やＸ線、遠赤外線等も同じ部類になる。では、可視光線の中にある色と何か。「物体が見え

る」のは、光が当たっているからである。その中でも特定の波長のみ反射し、残りの波長

を吸収する事によって、その波長に対する色に見える。 例えば、レモンが黄色いのは、黄

色い光の波長を跳ね返し、それ以外の波長を吸収しているため人間の目には「黄色」に見

えている。 

昆虫の中では色に反応し、繁殖行動を起こすなど本能の中に「色の選択」が組み込まれ

ている場合もある。 しかし、生き物の中でもとりわけ脳が発達し、高度な感情・知能を持

った人間は自分の個性と意思により色を選択できる。 文化が産声を上げた頃より色は人間

の「意志」により使い分けされている。例えば、古代遺跡の彫刻や洞窟の壁画にも色は使

用されている。また、黄色は中国の皇帝にしか使えない高貴な色とされていた。この様に

人間にとって「色」は権力・階級の象徴に迄なりうる程、大きな影響を与える要素である。 

色の正体は光であり生命に必要不可欠なものだ。高度な知能を持つ人間は、固有の個性を

保有しているが、いつもニュートラルな状態でいる事はない。 自分の意識・感情・体調等、

喜怒哀楽によって、その時々の状態が変わる。 つまり、その時の自分の生命維持に必要な

色＝光を選択出来る。 例えば、戦いに挑む前、勝負をかける程の勢いがある時は赤や黒な

どはっきりした攻撃的な印象を持つ色を選択し、ゆったりした時はナチュラル系の穏やか

な印象を持つ色を選択する傾向がある。 また、疲れている時に派手な原色ではなく無意識

に落ち着いた色を選択する傾向がある。 

これは、意識的には勿論、自分自身の生命維持にとって最も必要なものを無意識に自身

の脳が選択しているためだ。特に現代人は便利な文明と引き換えに、様々なストレスや体

調不良をも抱えて生きている。自律神経失調症に光や色を用いた治療法が確立さているよ

うに、光や色の持つ力を生かす事が、今こそ必要だといえるのではないか。 

上記の説明の通り、色は生命維持にも深いかかわりがあると考えてよいだろう。その為、「マ

イナス部分」になっている部分を、色の持つ作用を使い「ニュートラルな状態」に戻す事

が出来る＝カラーセラピーが存在する。もう一つ、人間は無意識に自分に必要な色を、そ

の時々で選択できるだけではなく、感情や体調そのものを表現する為に色を選択する事も

出来る。例えば、内戦や災害に遭った子供達に絵を描かせると、くすんだ色や暗い色を使

用し、寒色系や血の色を使い表現する。また、絵そのものも暗い絵が多く見受けられる。

病気で入院している子供は、黒色や紫色を多用する場合がある。これらは、心象風景・体
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調から表現されている色や、モチーフであったりする訳である。体調の悪い場合は、自分

に必要な色(例えば、紫「癒しの色」)を選択する場合もある。心や体のケアをしていく中

で、絵のモチーフが変わり、使用する色も明るく暖色系を使うようになる。また、こうし

た「絵を書かせる」「色を選択させる」事を続けていく事により心や体のケアそのものにも

なる。 

 

2.2 色光の 3 原色 

2.2.1 色光の 3 原色(R.G.B)の見え方 

 色光の 3 原色(R,G,B)の見え方：色光の 3 原色は赤、緑、青である。略語の RGB で表す。

他の色はこの３原色を混色することによってできる。そして光の混色は、色を混ぜれば明

るさが明るくなり、RGB 全部を混色すると白い色になる。ここに黄色いレモンがあったと

して、自然光や人工光の白色光は、レモンという物体に当たると、3 原色のうち、青（B）

の波長のみが吸収され、後の赤（R）と緑（G）の波長を反射する。同時に反射した赤と緑

は、眼の中で混色して、黄（Y）に知覚するのである。私たちは、常に 3 原色か、その混色

した波長の光を見ていることになる。 

 

2.2.2 色材の 3 原色(C.M.Y)の見え方 

色材の３原色は「シアン(Cyan)」「マゼンタ(Magenta)」「イエロー(Yellow)」の 3 色で、

略語の CMY で表す。シアンは物体で赤い光が吸収され、緑と青の光が反射して見える光で

ある。マゼンタは緑の光が吸収され、赤と青の光が反射すると見える色である。また、イ

エローは物体で青の光が吸収され、赤と緑の光が反射した色である。色材の混色は、色を

混ざれば混ぜるほど、次第に暗くなっていくのが特徴である[3]。 
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2.3 色彩と感性の関係 

2.3.1 赤は共通で血液や炎をイメージ 

激しい炎の色と言われている赤は、情熱的で攻撃的、としての

印象が強い。 顔が赤くなるほどの怒り、危険を表す赤信号など、

人間が注意警告をする、または受ける色である。自分で意識的に

動かしていない心臓をはじめとする内臓系の動きなどの活発化

も交感神経の働きである。 この交感神経が通常「赤」で表され

ていると共に、この神経は赤色に反応する事が実験で立証されて

いる。赤色で自分の内面を表す場合、健康的で内面からの溢れる

エネルギーを表現するにはビビッドで透明感のある赤を選び、危

機感を表す場合血の色に似たやや暗めな赤を選ぶ。                 

図 1 赤の参考画像 

 

2.3.2 黄色は光のイメージ 

暖色の中でも最も明るく、光の印象の連想から来る黄色は、生

命の躍動感・上昇志向・希望・やる気・満足など前向きで期待感

がある印象が強い。そのことから、全てが上手く行くような感情

を持つことができる色である。子供が自分に注目して欲しい時に

良く用いる色であり、子供もよく好まれる色でもある。 この事

から甘えたい、幼児期にとどまり愛される期待を持ち続けたい願

望の現れとも考えられる。また、黄色は五感に働きかけ、ユーモ

アとユニークさを表現する色でもあり、デートで告白する際には、

黄色はやめた方がよいとされている。 

図 2 黄色の参考画像 

 

2.3.3 緑は植物・葉のイメージ 

森や植物から連想する緑は、ストレス解消に繋がり、可視光線

の波長の中で中間にあたる色でもある。このバランスが安定感を

与え、人をより安心させる効果がある。緑は黄色と青を混ぜた色

でもある。明るく朗らかでプラス志向の黄色、それと正反対の沈

み込み・物悲しい印象の青。この２つの要素が、バランス良くミ

ックスされた状態、つまり緑はバランスがとれており、安心・安

全・癒しを現す色と言える。また緑は安全という印象があり、植

物の葉が緑なのは動物達が安心して食せるからであり、若いもの

ほど鮮やかな緑色である。生命の色・安全の色、これが緑である。  

図 3 緑の参考画像 
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2.3.4 青はバリエーションが多様 

青は他の色に比べて薄い水色から紺・藍色とバリエーションが

多様であり、同じ青でも印象が異なる。また、青は「ブルーデー」、

「気分がブルーになる」と言った、落ち込んだ感情を表現する時

に良く使われる色でもある。静的・内向的イメージが青にはあて

はまる。明るい青には解放感・希望・積極性が見られるが、濃紺

等の深い青には、静寂・浄化・集中・落ち込み・悲しみといった、

より内面に向かう性質がある。人が落ち込んだり、悲しんだりす

る時には、青が心を落ち着かせてくれる。鎮静・浄化の効果を無

意識に取り入れているからである。 

図 4 青の参考画像 

 

2.3.5 紫は特に日本では意味合いの強い色 

紫は特に日本では、意味合いの強い色として昔から使用されて

きた。例えば、聖徳太子が制定した冠位十二階（身分制度）では

最高位の色を紫と定めている。交感神経の赤・副交感神経の青を

混色すると紫色になるが、これら二つの神経バランスが乱れてい

る人（体調の悪い人・ストレス）がより紫色を好む傾向がある。

これは、先出の波長の効果と共にニュートラルな状態に戻ろうと

する自然治癒力が働いて無意識に紫を選択すると言える。つまり、

癒しの色でもあるのである。江戸時代、体調を悪くした殿様が「紫

紺」と言う薬効成分のある植物で染めた紫色の鉢巻をしていた。 

図 5 紫の参考画像 

 

2.3.6 白は全ての光の色の波長を跳ね返す色 

白は色にまつわる感情もないと言われている。「頭が真っ白にな

った」「白紙に戻す」など、言葉に使われている白は、正しく何も

ない事を指し示している事が多い。同時に白に対する敬意と憧れ

のイメージもある。ウエディングドレスの白は「純白＝まっさら

で穢れていない処女性のイメージ」、医者や看護婦の白衣などの身

に纏う白は「混じりけのない＝その仕事に余分なものが入り込ま

ない潔白性」が感じられる。また、神道の禊を行う時や、亡くな

った方の白装束は、命の終わりや再生・神仏への畏敬の念を意味

している。つまり、白は無・処女・畏敬・終焉・再生と言ったイ

メージであり、最も哲学的・宗教的意味合いが強い色とも言える。 

図 6 白の参考画像 
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2.3.7 黒は全ての光を吸収する色、全ての色の要素を内包 

黒は白と対極する、勝負、陰陽、希望と絶望、ポジ・ネガ、プ

ラス・マイナスといった事柄を表現している。その全てのマイナ

スイメージが黒で表現されている。言葉でも「黒」と言えば疑惑、

負が付きまとい、イメージはコンプレックス・葛藤・反抗・悲し

みなどがある。この様にマイナスイメージが先行している色だが、

全ての色の要素をあわせ持つ黒は全ての意味合いを含んでいる。

その為、喜びや悲しみを乗り越え、自己に向き合い確立していく

場合にも黒が用いられる。喪服の黒は亡くなった方に対する悲し

み・思い出・敬愛・死に対する畏敬の念・残された自分の再構築

といった意味合いが込められていると考えられている。 

図 7 黒の参考画像 

 

2.3.8 ピンクは青春、情熱、愛情を連想させる 

優しく温かみのある印象を与えるピンクは相手の警戒心を和らげ、

親しくなりやすいと言われている。人がリラックスしたい時や幸

福感を感じている時、またはそれを欲している時に表現する色で

あり、自身の優しさや愛情を強く引き出す色とされている。愛の

本能を強め、愛するための体制作りをサポートしてくれる働きが

ある。特に女性は心を癒される色とされており、産婦人科などの

内壁色や、雑貨、化粧品などにもピンクが多い。また、「女性ホル

モン」の分泌を促し内分泌系を活性化するため、肌を若返らせる

効果がある。 

図 8 ピンクの画像 

 

2.3.9 オレンジは波動、躍進、力強さを連想させる 

 赤と黄色の中間に位置する色で、赤色のエネルギーと黄色の

軽快を併せ持つ。黄色の幼児的イメージより成熟した健康的な

自己主張で、赤色ほど衝動的ではなく、バランスのとれた、大

人の色と言える。完熟した木の実にはオレンジ色が多く、収穫

物などの意味もあり、生命にとって大切なエネルギーの元の色

である。またコミュニケーションに適した色で、オレンジを身

に着けると明るい気持ちで人の接したくなり、周囲を楽しませ

たいと思うようになる。人が集まる場所で場を盛り上げるなら

オレンジが最適とされている[4]。 

図 9 オレンジの画像 
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2.4 男女の色彩嗜好の差 

2.4.1 女性がうっとりする色 

女性がうっとりする色は、自分を女性らしくしてくれる色である。体の内側から女性ら

しくしてくれるピンクは特に女性に好まれる。ピンクは見つめるだけで女性ホルモンの分

泌が促され、幸福感を感じるドーパミンやベータ・エンドルフィンが分泌されやすくなる

ことから、女性に見てほしい広告、買ってほしいパッケージ、入ってほしいお店の入り口

にはピンク系の配色がある方が良いとされる。 

しかし、同じ女性でも年代によって好まれるピンクのタイプは異なる。10 代には明るく

すっきりしたローズ系のピンクが好まれる傾向にあり、20 代は大人の女性の複雑な心の内

を反映しているかのように、うす紫を混ぜたようなピンクや灰色がわずかに混じったよう

なスモーキーなピンクが愛される傾向にある。また、子育て中の女性は、オレンジがかっ

たピンクを好んで受け入れる傾向にある。オレンジとピンクと白を混ぜたような色は、成

長ホルモンとの関わりがある色であり、子供の成長だけでなく、大人の代謝も活発にする

と考えられているため、母性が豊かな女性は無意識に自分と子供のために明るいオレンジ

ピンクを求めることが多い。さらに、45 歳を過ぎたころから、女性の好むピンクは今まで

よりも濃くなり、赤紫に近づいていく傾向が見られる。この傾向は 55 歳から 60 歳にかけ

てさらに顕著に表れるようになる。40 代後半から 60 代にかけて、女性ホルモンの分泌が減

少していく現象を、濃いピンクを見ることで女性ホルモンの分泌量が増加するからである。

同じピンクでも、自己治癒効果や病気を治す効果が高いとされているのは、紫が混じった

ピンクである。入院した時に着用する患者さん用の寝巻をピンクにすると、長期入院中の

60 代女性が元気になったという事例がある。 

しかし、全ての女性がピンクを好きなわけではない。幼いころに「あなたはピンクが似

合わない」「姉(妹)と比べて女の子らしくない」といった心無い言葉に傷ついた人は、大人

になってもピンクが嫌いな傾向が強い。愛されていないと感じている人にとって、ピンク

は許せないほど媚びた色と捉えられる。しかし、出産を経験したり、今までの愛されてい

ないというわだかまりが解消したりすると、ピンクを愛せるようになる。女性を本来の優

しい性質にしてくれるため、多くの女性からピンクは好まれている。 

また、赤も多くの女性に好まれている。赤は見る人の血圧を上げやすく、自律神経の交

感神経系に作用して人を活動的にする色であり、アドレナリンの分泌も促進されることか

ら、ある種の興奮状態を作ることが可能とされる。ピンクよりもさらに女性ホルモンの分

泌を促す赤は、女性が無意識に求めやすい色である。 

しかし、ピンクや赤といった女性を強調するような色ばかりが好まれるわけではない。

女性は男性と比べ「赤と緑を見る細胞の数」が多い傾向にある。このことからも、女性は

緑もよく好むとされている。しかし、女性が好む緑は「自然の緑」である場合が多い。明

るい黄緑よりも、落着きと高級感が与えられる濃い緑の方の人気が高い。緑は全面に使わ
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れるよりも、空間の飾りやシンボルに利用する方が癒しの効果が高まることから、ゆった

り見てほしい、ゆっくり居てほしい、優しい気持ちになってほしい、疲れを和らげてほし

い、健康を気遣ってほしい、などという場面で利用されることが多い。女性ならではの気

遣いの心、もてなしの心にフィットする「自然な緑」は多くの女性に好まれている色であ

る。 

女性は男性よりも「色を好きである」という感情が強く、色を感情的に見る傾向にある。

男性は「明るい青」「薄い緑」というように物理的な特徴で色を判断するが、女性は「嬉し

いピンク」「悲しい青」「むかつく黄緑」「憧れる紫」など感情と色を連動させる。女性が好

む色は、派手で目立つだけでなく、好きという感情が動く色なのである。 

 

2.4.2 男性が惹きつけられる色 

男性がつい惹きつけられる色は、カッコよく見える色、すっきりしている配色である。

何を持って男性がその色をカッコ良いと思うかは、戦士としての強さのイメージがどのく

らい感じられるかで決まる。したがって、軽いイメージのものよりも重いイメージのもの

の方が愛される傾向にある。代表的な色として、黒、濃い灰色、紺である。また、柔らか

いイメージのものは敬遠され、固い武器のような銀や黒といった色が受け入れられる。そ

して、血の赤、闇の黒など、勇気を誇張する色も大切である。そして戦略的に戦う頭の良

さも必要とされ、知性と論理と集中の青が好まれ、正義と潔さを表すと感じられている色

も大切である。男性は個人差もあるが、ほとんど無自覚の内に前述したような傾向を持っ

ている。そんな中、男性はいち早く敵の存在を見極めたいという意識が強い。したがって、

男性の視界には「ある」か「ない」かが大切である。女性のように色に感情をつけること

は、あまりない。女性には「可愛い赤」「嬉しい赤」であっても、男性には「赤」であるこ

とが分かれば色の微妙な差はあまり関係ないのである。男性がはっきりした色、すっきり

した配色をよく好むのはこのためである。 

男性は特に青を好む傾向にある。サンゴ礁の海を思わせるアクアブルーから、夜空のよ

うに濃い紺間で、1 人の男性が青系全部の色を肯定的に捉えることも少なくない。また、明

るく気持ちの若いロマンチストな男性は明るい青、慎重で真面目な仕事人間の男性は紺、

派手好きな個性派な男性は鮮やかな青、など性格や環境によって好みの青は細かく分かれ

る。 

青以外に男性に好まれる色として緑が挙げられる。10 年程前から年を追うごとに男性に

も好まれ始めた色である。これは女性と同じく「自然の緑」フォレストグリーンである。

このフォレストグリーンは 35 歳から 60 歳くらいまでの男性が好む傾向が強く、忙しいけ

れど余暇を大切にしている家庭的な男性、穏やかで人に気を使う男性、寝不足が続いてい

るような健康に少し不安を持っている男性がよく好むことが多い。 

青や緑といったよく男性をイメージする色の他に、男性に好まれる色として黄色が挙げ

られる。目立って感じられる黄色は、昼間特に脳を刺激し、目立つものをチェックしてマ
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ークしておきたがる男性の性質上、黄色は無視できない色となっている。特に黒や灰色の

スールを着て、ビルの中で仕事をすることの多い男性は慢性的に色不足の生活を送ってい

ることから、明るく楽しい色を求めていることが多い。 

孤独や諦めを味わうと好きになる傾向の強い青、さみしさを味わうと好きになる傾向の

強い黄色、これらはどこかで現代の男性を癒しているである[5]。 
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2.5 色を表す仕組み 

2.5.1 色の三属性 

色相(hue）：数多くの色を整理・分類しようとする時、その色の「色味」に従って、整理・

分類する。色みとは、ふつう、赤味、黄味、緑味、青味、紫味などのことであり、色彩学

では、この色みのことを「色相」という。だが赤の色相でも青みに赤もあれば、純色の赤

など色みに応じて無数にある。色みに似たもの、異なるものをいかに整理し、分類するか

によって様々な分類法がある。 

 

明度(value)：どのような色にも明るい色があり、暗い色がある。明るい赤、暗い赤など

である。その中でも最も明るい色が白であり、もっとも暗い色が黒である。この白から、

灰、黒にいたる明るさだけの色を無彩色といういい、これに対して色みのある色を有彩色

という。そして無彩色の明るさ、暗さの度合いは全て有彩色の明度に対応している。 

 

彩度(Chroma)：彩度は、色の三属性の 1 つで、色の鮮やかさの尺度である。彩度は基本

的に、色空間の中央軸(無彩色軸)からの距離である。無彩色(白・黒・灰色)で０となり、

無彩色軸から離れるにしたがい増し、純色で最大となる。また、彩度は色空間における距

離なので、色空間に依存する。例えば、色空間によって純色以外でも彩度が最大になるこ

とがある。英語での名称は、HLS 色空間、HSV (HSB) 色空間、PCCS では saturation（S

と略す）、マンセル表色系では Chroma だが、日本語では区別せず彩度という。ただし

saturation については飽和度という訳語が使われることもある。また、純色量と訳される

こともある NCS の Chromaticness、オストワルト表色系の purity も彩度と同種の概念で

ある。 

 

2.5.2 表色系の彩度 

NCS・オストワルト表色系：NCS やオストワルト表色系では、色相以外の属性(ニュア

ンス)を白、黒、純色の混合率で表す。純色の割合が彩度となる。純色量など別の用語を使

うこともある。NSC ではパーセンテージ、オストワルト表色系では 8 段階に分けて表す。

ただし、3 色の混合率を表すには 2色の率を表すだけでよく、オストワルト表色系では白色

量と黒色量を使うため、彩度が明示されることはない。これらの表色系の色空間は双円錐

（算盤の珠）型をしており、彩度が高くなると、明度は 50%から大きく離れることができ

なくなる。 

マンセル表色系・PCCS：マンセル表色系や PCCS の色空間は NCS やオストワルト表色

系に似ているが、人間の知覚を重視しているため、歪んだ形をしている。そのため、彩度

が最大のときの明度は必ずしも 50%ではなく、色相によって異なる。例えば黄色では明度

が高いとき、紫色では明度が低いとき、彩度を高くできる。マンセル表色系では彩度の最

大値も異なる。最大彩度はマンセル表色系で 10 から 14、PCCS で 9 である。 
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2.5.3 HLS・HSV 色空間の彩度 

HLS や HSV (HSB) の彩度は、0～1 または 0%～100%で表す。HLS や HSV の色空間

は、NCS などと異なり、円筒形をしている。そのため、純色以外に彩度が最大となるニュ

アンスがある。HLS では清色（純色と白または黒との混色）、HSV では暗清色（純色と黒

との混色）で、彩度が最大になる。 

HSV の彩度は、全体の明るさに対する純色の割合を示し、saturation の字義どおりの意

味に近い。暗清色でも彩度が最大になるのは、このためである。また、明度が低く黒に近

い場合、彩度が大きく変わっても、純色の絶対量はあまりかわらず知覚的には色があまり

変わらない。HLSでは同様のことが、明度が高く白に近い場合にも起こる 

 

2.6 補色 

色相環で対象に位置する関係の色の組合せのこ

と。例えば、「赤と緑」「橙と青」「黄と紫」など相

補的な色のことでもある。余色、対照色、反対色

とも言う。ある色に別の色を適宜割合で混合し、

光の場合は白、物体の場合は黒というように、彩

度低下を引き起こす色についても言う。補色は色

相差が最も大きいので、お互いの色を目立たせる

効果がある。商品パッケージや、看板にも多く用

いられている[6]。 

 

図 10 補色の相関関係図 

 

2.7 色彩対比  

2.7.1 色相対比 

 色相対比とは、背景の色とその上に置かれた色を同時に見比べた際、背景の色相の影響

を受け、その上に置かれた色相が違った色に見えることである。背景の地色の心理補色が

残像として現れるので、心理補色の方向に寄った色に見える。例えば黄色の地色の上にオ

レンジの地色がのっている場合と、赤色の地色の上にオレンジの図色がのっている場合、

同じ色のオレンジであるにもかかわらず、黄色の上のオレンジは少し赤みによって見え、

赤の上のオレンジは少し黄みに寄って見える。また色相差が大きい時は、補色の対比現象

が起きる。黄の背景の上に紫がのっている時と、緑の背景に紫がのっている場合、背景の

色の心理補色の影響を受け、同じ紫でも黄の上の紫はいっそう紫みが強くなり、緑の上の

紫が赤みを増して見える。 
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2.8 二色配色 

2.8.1 二色配色とは 

二色配色 / ダイアード(dyads) 、ペア(pairs)色相環を２等分した配色(dyads)は補色配色

のことであり混色すれば無彩色になる。単なる、２色の組み合わせはペア(pairs)といわれ

る。 

 

2.8.2 二色配色の種類 

コントラスト配色：コントラストとは、対照、対比という意味である。つまり、色の差

が大きいことを意味する。厳密には、色相コントラスト・明度コントラスト・彩度コント

ラストがある。また、トーンの対照という意味では、トーンコントラストもある。色彩検

定では、通常何も断りがない場合には色相コントラストを意味するとされているが、言葉

の使い方ではコントラストの要素をはっきりさせたほうが良いと言われている。また、補

色関係も含んでいる。 

 

 

 

図 11 コントラスト配色の例 

 

トーン・イン・トーン配色：トーンを揃えた配色のことである。基本は同じトーンを使う

ものであり、実際の場面では「ほぼ同じトーン」感覚でよい。同一のトーンを使うか、も

しくは類似トーンの関係にあるトーンを組み合わせるという考え方である。 

 

 

図 12 トーン・イン・トーン配色の例 

 

トーナル配色：濁色系のトーンを使ったトーン・イン・トーン配色のことをトーナル配

色と言う。トーナルとは、英語で「トーンの」「トーンに関連した」それだけの意味であり、

英語では通じない。そもそもこの名がついたのは、アメリカの著名な色彩学者だったフェ

イバービレン氏(故人)が、濁色系を「トーン」と呼んでいたことに関連している。なお、彼

は中間色(濁色)をトーン、明清色系を「tint」(ティント)、暗清色系を「shade」(シェイド)

と呼んでいる。 

 

 

 

図 13 トーナル配色の例 
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トーン・オン・トーン配色：最も一般的な配色である。現実的な場面では色相が多少違

うこともあるが、その場合には、明るい色が黄み方向に偏っている方が自然に見え、その

場合違和感がなくなる。自然な感じに見える色相の流れのことを「色相の自然な順列」と

言い、流れを守った配色がいわゆる「ナチュラル配色」。トーン・オン・トーンでは、ナチ

ュラル配色と言います。「ナチュラル配色」は、明るい色の方が暗い緑よりも色相が黄色方

向に傾いている。 

 

 図 14 トーン・オン・トーン配色の例 

 

コンプレックスカラー配色：「色相の自然な順列」を守らない配色を「コンプレックスカ

ラー配色」と言う。コンプレックスとは「複雑な」という意味であり、違和感を覚えるこ

とからの命名である。オシャレな配色に感じられることが多く、ファッションなどによく

使われる。コンプレックスカラー配色は色相が近いものを指すのが通常である。 

 

 

 

 図 15 コンプレックスカラーの配色の例 

 

2.8.3 その他の配色 

・三色配色 / トライアド(triads) 色相環を 3 等分した 120℃の配色、トライアド(triads)

は音楽の三和音のこと。分裂補色 / スプリットコンプリメンタリー(split complementary)

は補色の片方を、色相環の両隣にした配色である。 

・四色配色 / テトラード(tetrads) 色相環で正方形に 90℃で等分した配色、色相環の 4 等

分配色であり、2 組の補色による配色ともいえる。 

・五色配色 / ペンタード(pentads) 色相環で正五角形に等分した配色で、マンセルの色相

環では RYGBP の基本色相が典型的な例である。イッペンのペンタードは、トライアド

(triads) に白と黒を加えた５色配色である。 

・六色配色 / ヘクサード(hexads) 色相環で正六角形に等分した配色であり、テトラードの

4 色相に白と黒を加えた 6 色配色のことである。これにグレイを加えれば、セプタード

（septards）、オクタード(octards)になる。 

・6 色配色以上の名前はない[7]。 
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第 3 章 うつ病 

3.1 うつ病とは 

3.1.1 うつ病について 

「うつ病」はうつ状態が症状の中心になっている場合に使われる言葉である。興味や意欲

の喪失が生じ、抑うつ気分により苦しい思いをするなど、生活に支障が生じ、治療の対象

となった場合「うつ病」という言葉が使われる。 

うつ病患者は、脳内の神経伝達物質であるセロトニンやノルアドレナリンの量が減少し、

情報伝達がスムーズに行われていないことがわかっている。つまり、うつ病は脳内の神経

伝達物質の働きが悪くなっていることから起こる疾患で、決して気持ちの持ち方や精神論

で解決できるものではない。 

 

3.1.2 うつ病の受診率 

 うつ病は非常に罹患率の高い疾患であり、地域調査によると、うつ病の有病率は人口の

約 5％と言われている。しかし、実際に受診をしているうつ病患者は少ない。受診率が低理

由として、うつ病になりやすい人は非常に真面目な人が多く、うつ病を病気ではなく、自

分が精神的に弱いからだと考えて専門家の助けを受けようとしない場合や、受診のために

会社などを休むことに抵抗を感じる場合があるからである。また、うつ病は身体症状も出

やすく、易疲労感、頭痛、肩こり、腰痛といった身体症状にうつ状態が隠れて見えにくい

こともある[8]。 

 また、厚生労働省が実施している患者調査によれば、日本の気分障害患者数は 1996 年に

は 43.3 万人、1999 年には 44.1 万人とほぼ横ばいだが、2002 年には 71.1 万人、2005 年に

は 92.4 万人、2008 年には 104.1 万人と、著しく増加している[9]。 

 

3.1.3 うつ病の症状になりやすい人 

 うつ病は、性格的な条件やストレスなどの要因が重なることによって発症する病気だと言

われている。しかし、その一方で、何の理由もなしに発病する可能性もある。この点に関

しては研究があまり進まれていないのが現状である。しかし多くのケースから判断するに、

うつ病にかかりやすいタイプの人間というものが存在しているのも確かである。「社交的で

親切」「明朗で活発」「物静かで気弱」「几帳面」「仕事熱心」「強い義務感」「徹底に物事を

行うタイプ」「正直でモラリスト」「生真面目」「献身的」「自己要求水準が高い人間」とい

った何処にでもいるタイプの人間だと言うことがわかる。こうした人々が、過労や心理的

葛藤、女性であれば出産、月経、その他にも様々な種類のストレスにさらされた時、うつ

病が発病する危険性は高まる。このように、うつ病は誰でもかかる可能性のある、身近な

病気である[10]。 
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第 4 章 研究方法 

4.1  調査方法 

4.1.1 調査方法について 

SD 法を用いた二色配色の印象評価アンケート、好き嫌いアンケート、YG 性格検査の順で

調査を行う(30 分間で実施)。 

一番初めに、スクリーンに映した 12 枚の二色配色のスライドを見てもらい、それぞれの

配色に対して印象評価をしてもらう。スライド 1 枚につき 40 秒で評価をしてもらう(8 分間)。 

次に好き嫌いアンケートを行う。二色配色の印象評価で使用した 12 の二色配色の中から

最も好きな配色、最も嫌いな配色をそれぞれ 1 つずつ選んでもらう(2 分間)。 

最後に YG 性格検査を行う(20 分間)。 

 

4.1.2 調査対象 

 20 歳以上の大学生とし、被験者数は 100 名。(男女比 68：32) 

 

4.2 二色配色の印象評価 

4.2.1 質問紙 

SD 法を用いた質問用紙を作成。SD 法(Semantic Differential Method)とは、「よい」「わ

るい」「速い」「遅い」というように、対となる形容詞を両極にとり、その間をスケール化

したものであり、イメージ調査などに利用される。言語による尺度を用いてある概念の構

造を定量的に明らかにするための実験手法として心理学や官能評価の分野などで用いられ

てきたが、現在では建築計画や商品開発、アンケート調査の分野においても評価手法とし

て広く用いられている。通常、調査は評価に当たる言語を 5 段階や 7 段階の評価尺度（レ

ベル）でユーザーに提示し、感じたままのレベルを選択してもらう形で行う。SD 法の手法

のメリットは、定性的な情報を容易に定量化できる点にあると言われている。情報量が大

量であるほど、そのデータによる結果の信頼性は高くなる。また、データは目的によって

様々な統計分析(主成分分析や因子分析など)にかけることが可能であるため、データ間の相

関関係を見るなど多角的な分析収集ができる。 

本調査では、15 の形容詞対「明るい―暗い」「温かい―冷たい」「鮮やかな―くすんだ」

「濃い―薄い」「にぎやかな―静かな」「興奮した―冷静な」「陽気な―陰気な」「派手な―

地味な」「シャープな―ソフトな」「良い―悪い」「荒々しい―清潔な」「重い―軽い」「はっ

きりした―あいまいな」「清潔な―不潔な」を質問用紙の項目とした。 

これらの項目は、事前にアンケートを作成し、18 人の被験者に 6 組み合わせの補色を映

したスライドを見てもらい、形容詞対(114 尺度 228 形容詞)から複数回答可で選択してもら

った。その中から上位 15 の形容詞対を本調査で用いることを決定した[11]。 
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図 16 本調査で使用した質問用紙 

 

4.2.2 二色配色のスライド 

 調査で使用した二色配色のスライドは CMYK「シアン(Cyan)」「マゼンタ(Magenta)」  

「イエロー(Yellow)」「キー・プレート(KeyPlate)」をもとに、CMY で 100％と 50％の掛け

合わせで作られた 12 色を使用し、6 つの二色配色を作成した。 また、左右の色を逆にした

ものも作成し、合計で 12 枚の二色配色のスライドを用いて調査を行った。 

図 17 二色配色のスライド 

 

4.3 YG 性格検査 

4.3.1  YG 性格検査について 

YG 性格検査とは人間の性格を 12 の尺度から検査し、性格を形成する 12 の因子(尺度)に

ついて、その強弱の状態を測定する。性格因子は D(抑うつ性)、C(回帰的傾向)、I(劣等感)、

N(神経質)、O(客観性の欠如)、Co(協調性のないこと)、Ag(愛想の悪いこと)、G(一般的活動

性)、R(のんきさ)、T(思考的外向)、A(支配性)、S(社会的外向)があり、性格類型は A(平均

型)、B(不安定積極型)、C(安定消極型)、D(安定積極型)、E(不安定消極型)の 5 つのタイプ

に大きく分けられる。性格類型はこの 5 つのタイプそれぞれに、典型・準型・混合型があ

り性格判定は 15 通りある。検査は検査用紙(図 7 参照)を用いて実施し、質問に対して「は

い・いいえ・どちらでもない」を選択して回答する。検査用紙には採点欄が付いており、
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検査後すぐに採点が行え、検査結果として「型判定結果」と「プロフィール表」が得られ

る。型判定によって性格特性のタイプ・傾向を掴め、プロフィール表(グラフ状)は性格特性

の詳細と全体を視覚的に捉えることができる[12]。 

 

 

 

 

 

 

 

図 18 YG 性格検査用紙 

 

4.3.2 YG 性格検査から分類できる 5 つの型 

・A 型(平均型)：特に目立った特徴のない平均タイプ。性格はバランスがとれている。 

・B 型(不安定積極型)：積極的で活発。不都合が生じると情緒と社会適応性が表面化。力を

発揮しようとする。 

・C 型(安定消極型)：順応性・正確性・客観性があり、堅実なタイプ。行動は控えめで受動

的。 

・D 型(安定積極型)：行動的でリーダーシップがある。特に営業職・管理職に適応する。 

・E 型(不安定消極型)：不都合が生じると殻に閉じこもる傾向がある。芸術や技術的な異才

を発揮する場合が多い[13]。 

 本調査では、上記の 5 つの型を「平均型」「安定型」「不安定型」の 3 つの型に分類して

分析を行う。 
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4.4 二色配色の好き嫌いアンケート 

 SD 法を用いた二色配色の印象評価アンケートで使用した 12 枚のスライドの中から好き

な配色、嫌いな配色をそれぞれ一つずつ選択してもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19 好き嫌いアンケート用紙 

 

4.5 分析方法 

①二色配色のスライドにおける SD 法の結果を、スライドごとにデータ化する。 

②YG 性格検査の結果を用いて、被験者を平均、安定、不安定の 3 つの型に分ける。 

③スライドごとに集計したデータを、全てまとめたものを「全体のデータ」、YG 性格検査

の結果を用いて、3 つの型別に分けたものをそれぞれ「平均型データ」、「安定型データ」、

「不安定型データ」とした。さらに SD 法の結果を男女別に分けたものを「男性のデータ」、

「女性のデータ」とし、それぞれ SPSS ソフトを用いて因子分析を行い分析する。 

④二色配色の好き嫌いアンケートを集計し、好きな配色と嫌いな配色について、性格の型

別、または男女別に差があるかを分析する。 
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第 5 章 結果 

5.1 因子分析結果  

スライド1~12のSD法の結果を全て

まとめた全体のデータを因子分析に掛

けると、左記の結果となった。第１因

子は「派手な」「にぎやかな」「興奮し

た」「明るい」という元気なイメージか

ら「活力因子」とした。第 2 因子は「清

潔な」「良い」「はっきりした」という

因子から「さわやか因子」、第 3 因子は

「濃い」「重い」という重そうなイメー

ジから「濃厚因子」とした。 

図 20 全体 

 次に、スライド 1~12 を 1 枚ずつスラ

イド別に因子分析に掛けた。 

 スライド 1 枚目は、第 1 因子が「派

手な」「陽気な」「にぎやかな」「はっき

りした」「明るい」「鮮やかな」という

因子から「明確因子」とした。第 2 因

子は「暖かい」「良い」「清潔な」「澄ん

だ」という因子から「安心因子」、第 3

因子を「重い」「濃い」「荒々しい」「興

奮した」から「重量因子」とした。 

図 21 全体のスライド 1 枚目 

 スライド 2 枚目は、第 1 因子の因子

量にマイナスが付いているものがあり

「陽気な」「派手な」「にぎやかな」「明

るい」「鮮やかな」「軽い」「興奮した」

という因子から「活力因子」とした。第

2 因子は「良い」「シャープな」「清潔な」

「澄んだ」という因子から「さわやか因

子」とし、第 3 因子は「荒々しさ因子」、

第 4 因子は「濃厚因子」とした。 

 

図 22 全体のスライド 2 枚目 
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スライド 3 枚目は、第 1 因子を「にぎ

やかな」「興奮した」「派手な」「陽気な」

「明るい」「荒々しい」「鮮やかな」と

いう因子から「活力因子」とした。第 2

因子は「清潔な」「良い」「はっきりし

た」という因子から「さわやか因子」

とし、第 3 因子は「濃い」「はっきりし

た」という因子から「明確因子」、第 4

因子は「鋭さ因子」とした。 

  

図 23 全体のスライド 3 枚目 

スライド 4 枚目は、第 1 因子が「にぎや

かな」「派手な」「興奮した」「明るい」

「陽気な」「鮮やかな」という因子から

「活力因子」とした。第 2 因子は「良い」

「清潔な」「はっきりした」という因子

から「明確因子」、第 3 因子は因子量に

マイナスが付いているものがあるので、

結果が「軽い」「繊細な」「澄んだ」とい

う因子となり、「さわやか因子」とした。 

 

図 24 全体のスライド 4 枚目 

 スライド 5 枚目は、第 1 因子が「清潔

な」「澄んだ」「良い」「明るい」「軽い」

という因子から「さわやか因子」とした。

第 2 因子は因子量にマイナスが付いてい

るものがあるので、結果が「派手な」「に

ぎやかな」「鮮やかな」「陽気な」「濃い」

「興奮した」という因子となり、「活力因

子」とした。 

 

 

図 25 全体のスライド 5 枚目 

 スライド 6 枚目は、因子の抽出ができず、エラーとなってしまった。 
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 スライド 7 枚目は、第 1 因子を「に

ぎやかな」「陽気な」「派手な」「良い」

「興奮した」「はっきりした」という因

子から「陽気因子」とした。第 2 因子

は「鮮やかな」「派手な」という因子か

ら「ゴージャス因子」とし、第 3 因子

は因子量にマイナスが付いているもの

があり「清潔な」「繊細な」「軽い」と

いう因子から「清々しさ因子」とした。 

 

図 26 全体のスライド 7 枚目 

スライド 8 枚目は、第 1 因子を「陽

気な」「鮮やかな」「明るい」「暖かい」

「にぎやかな」「良い」「清潔な」とい

う因子から「高揚陰気」とした。第 2

因子は「はっきりした」「派手な」とい

う因子から「ゴージャス因子」とし、

第 3 因子は「重い」「荒々しい」「濃い」

という因子から「重量因子」、第 4 因子

は「興奮因子」とした。 

 

図 27 全体のスライド 8 枚目 

スライド 9 枚目は、第 1 因子が「鮮

やかな」「はっきりした」「清潔な」「良

い」「澄んだ」「明るい」「濃い」という

因子から「活力因子」とした。第 2 因

子は「にぎやかな」「派手な」「興奮し

た」「陽気な」という因子から「情熱因

子」とし、今回第 3 因子はなかった。

また、このスライトは好き嫌いアンケ

ートの結果、被験者の大多数が好まし

いと感じた配色である。 

図 28 全体のスライド 9 枚目 
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スライド 10 枚目は、第 1 因子が「に

ぎやかな」「派手な」「興奮した」「陽気

な」「鮮やかな」「明るい」という賑やか

で元気、派手であざやかなイメージから

「情熱因子」とした。第 2 因子は「清潔

な」「良い」という清々しい優等生を連

想させる因子から「さわやか因子」、第

3 因子は「重い」「濃い」という 2 つの

因子から「重量因子」とした。 

 

図 29 全体のスライド 10 枚目 

 スライド 11 枚目は、第 1 因子を「派

手な」「鮮やかな」「にぎやかな」「興奮

した」「明るい」という元気で活発的、

さらに明るさをイメージする因子から

「活力因子」とした。第 2 因子は「良い」

「清潔な」という清々しく真面目な印象

を受ける因子から「さわやか因子」とし

た。第 3 因子以降は抽出されなかった。 

 

 

図 30 全体のスライド 11 枚目 

スライド 12 枚目は、第 1 因子を「陽

気な」「興奮した」「にぎやかな」「派手

な」「明るい」という元気で行動的、明

るく活発なイメージから「活力因子」と

した。第 2 因子は「良い」「清潔な」と

いうスライド 11 と全く同じ因子から、

同じく「さわやか因子」とした。スライ

ド 12 も、第 3 因子以降は抽出されなか

った。 

 

 

図 31 全体のスライド 12 枚目 
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次に、YG 性格検査の結果を基に、被験者を平均・安定・不安定の 3 つのタイプに分け、

それぞれのタイプごとにスライド 1~12 の結果をまとめた全体と、スライド 1~12 を 1 枚ず

つスライト別に因子分析に掛けた。 

平均型 36％ 

 まず、平均型の人のスライド 1~12 全

体のデータは、第 1 因子を「清潔な」「良

い」「鮮やかな」「澄んだ」「明るい」「は

っきりした」という元気なイメージから

全体の第 1 因子と同じく「活力因子」と

した。第 2 因子は「興奮した」「暖かい」

「陽気な」という因子から「情熱因子」、

第 3 因子は「濃い」「荒々しい」「派手な」

という因子から「ゴージャス因子」とし

た。 

図 32 平均型の全体 

 平均型のスライド 1 枚目は、第 1 因子

の因子量にマイナスが付いているもの

があり、「重い」「荒々しい」「濃い」「濁

った」「不潔な」というマイナスなイメ

ージの因子が多いことから「不快感因子」

とした。第 2 因子は「派手な」「陽気な」

「興奮した」などの因子から「活力因子」、

第 3 因子は「シャープな」「暖かい」と

いう因子から「鋭さ因子」とした。 

図 33 平均型のスライド 1 枚目 

 平均型のスライド 2 枚目は、第 1 因子

の因子量にマイナスが付いているものが

あり、「にぎやかな」「軽い」「良い」「は

っきりした」などの気分が高まるような

因子から「高揚因子」とした。第 2 因子

は「暖かい」「明るい」「鮮やかな」「興奮

した」から「華麗因子」、第 3 因子は「派

手因子」とし、第 4 因子は「荒々しい」「澄

んだ」から「繊細因子」とした。 

 

図 34 平均型のスライド 2 枚目 
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平均型のスライド 3 枚目は、第 1 因子の

因子量にマイナスが付いているものがあり、

「鮮やかな」「清潔な」「良い」「軽い」「澄ん

だ」などの因子から「軽やか因子」とした。

第 2 因子は「興奮した」「派手な」「にぎやか

な」などの因子から「ゴージャス因子」とし、

第 3 因子は「陽気因子」、第 4 因子は「荒々

しい」という因子から「荒々しさ因子」とし

た。 

 

図 35 平均型のスライド 3 枚目 

平均型のスライド 4、 5 枚目は、因子の抽

出ができず、エラーとなってしまった。 

 平均型のスライド 6 枚目は、第 1 因子に

マイナスが付いているものがあり、「清潔

な」「軽い」「にぎやかな」「澄んだ」「良い」

というさわやかで好ましいイメージから

「清々しさ因子」とした。第 2 因子は「暖

かい」「陽気な」「興奮した」という熱をも

っていて高ぶっているというイメージか

ら「情熱因子」とした。平均型の結果では

珍しく、第 3 因子は抽出されなかった。 

図 36 平均型のスライド 6 枚目 

 平均型のスライド 7 枚目は、第 1 因子を

「鮮やかな」「清潔な」「明るい」というは

っきりしていて、さわやかなイメージから

「清々しさ因子」とした。第 2 因子は「に

ぎやかな」「派手な」「陽気な」という因子

から「情熱因子」とした。第 3 因子は「澄

んだ」「良い」という因子から「クリア因

子」、第 4 因子は「重さ」という因子から

「重量因子」とした。 

 

 

図 37 平均型のスライド 7 枚目 
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平均型のスライド 8 枚目は、第 1 因子を

「明るい」「鮮やかな」「暖かい」「陽気な」

「にぎやかな」「清潔な」「良い」という

明るく元気で、好印象をうけるような因

子から「活力因子」とした。第 2 因子は

「派手な」「はっきりした」「シャープな」

というはっきりした印象を受ける因子か

ら「明確因子」とした。第 3 因子は抽出

されなかった。 

 

図 38 平均型のスライド 8 枚目 

 平均型のスライド 9 枚目は、第 1 因子を

「鮮やかな」「はっきりした」「良い」「清

潔な」「澄んだ」などのきれいでさわやか

な印象を受ける因子から「さわやか因子」

とした。第 2 因子は「興奮した」「派手な」

「にぎやかな」「陽気な」という明るく気

分が高まっているような因子から「情熱因

子」、第 3 因子は「荒々しい」「重い」とい

う因子から「重量因子」とした。 

 

 

図 39 平均型のスライド 9 枚目 

 平均型のスライド 10 枚目は、第 1 因子

を「鮮やかな」「にぎやかな」「派手な」

「興奮した」「陽気な」「澄んだ」「暖かい」

という因子から「情熱因子」とした。第

2 因子は「清潔な」「良い」「明るい」と

いう因子から「さわやか因子」とし、第

3 因子は因子量にマイナスが付いている

ため、「軽い」という因子となり、そこか

ら「軽やか因子」とした。 

 

 

図 40 平均型のスライド 10 枚目 
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 平均型のスライド 11 枚目は、第 1 因子

を「鮮やかな」「陽気な」「にぎやかな」「派

手な」「興奮した」という明るく楽しそう

で、気分が高まる印象から「高揚因子」と

した。第 2 因子は「濃い」「清潔な」とい

う因子から「明確因子」とし、第 3 因子

は「荒々しい」「シャープな」という因子

から「衝動因子」とした。 

 

 

図 41 平均型のスライド 11 枚目 

 平均型のスライド 12 枚目は、第 1 因

子を「興奮した」「陽気な」「はっきりし

た」「暖かい」「にぎやかな」という気持

ちが高まり、熱が感じられる印象を受け

る因子から「情熱因子」とした。第 2 因

子は「清潔な」「澄んだ」「良い」などの

気持ちのよさそうな因子から「さわやか

因子」とし、第 3 因子は「明るい」とい

う因子から「晴れやか因子」とした。 

 

 

図 42 平均型のスライド 12 枚目 
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 安定型 27％ 

 次に、安定型の人のスライド 1~12 全

体のデータは、第 1 因子を「派手な」「に

ぎやかな」「鮮やかな」「陽気な」「明る

い」「興奮した」という明るく元気で気

分が高まるような印象を受ける因子か

ら「高揚因子」とした。第 2 因子は「清

潔な」「良い」「はっきりした」という清々

しく良い印象を受ける因子から「さわや

か因子」とした。第 3 因子は抽出されな

かった。 

図 43 安定型の全体 

安定型のスライド 1 枚目は、第 1 因

子を「派手な」「鮮やかな」「はっきりし

た」「興奮した」「賑やかな」などの元気

な印象の因子から「活力因子」とした。

第 2 因子は因子量にマイナスが付いて

いるものがあり、「清潔な」「軽い」「繊

細な」「良い」という因子から「好印象

因子」とし、第 3 因子は「シャープな」

「澄んだ」という因子から「鋭さ因子」

とした。 

 

図 44 安定型のスライド 1 枚目 

安定型のスライド 2 枚目は、第 1 因

子の因子量にマイナスが付いているも

のがあり「明るい」「鮮やかな」「陽気な」

「澄んだ」「軽い」「はっきりした」とい

う因子から「活力因子」とした。第 2

因子は「良い」「暖かい」という因子か

ら「温厚因子」とし、第 3 因子は「シャ

ープ因子」、第 4 因子は「にぎやかな」

「荒々しい」という因子から「子供因子」

とした。 

図 45 安定型のスライド 2 枚目 
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安定型のスライド3枚目は、第1因子は「に

ぎやかな」「興奮した」「鮮やかな」「派手

な」「陽気な」「明るい」という因子から「活

力因子」とした。第 2 因子は「良い」「清

潔な」「はっきりした」という因子から「好

印象因子」とし、第 3 因子は「重い」「荒々

しい」という因子から「重量因子」、第 4

因子は「シャープな」という因子から「鋭

さ因子」とした。 

 

 

図 46 安定型のスライド 3 枚目 

安定型のスライド 4 枚目は、第 1 因子

を「派手な」「にぎやかな」「興奮した」

「鮮やかな」「澄んだ」「明るい」という

元気で活発的な印象を受ける因子から

「活力因子」とした。第 2 因子は「清潔

な」「良い」「陽気な」「暖かい」という

暖かい印象を受ける因子から「陽気因子」

とし、第 3 因子は「重い」「荒々しい」

という因子から「重量因子」とした。 

 

図 47 安定型のスライド 4 枚目 

安定型のスライド 5 枚目は、第 1 因子

を「鮮やかな」「派手な」「はっきりした」

などの因子から「活力因子」とした。第

2 因子は、因子量にマイナスがあり「清

潔な」「薄い」「軽い」などの因子から「さ

わやか因子」とし、第 3 因子は「暖かい」

「にぎやかな」などの因子から「情熱因

子」、第 4 因子は「興奮した」「良い」と

いう因子から「高揚因子」とした。 

 

図 48 安定型のスライド 5 枚目 

安定型のスライド 6 枚目は、因子の抽出ができず、エラーとなってしまった。 
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安定型のスライド 7 枚目は、第 1 因子

は因子量にマイナスが付いているもの

があり、「鮮やかな」「明るい」「良い」

「陽気な」「派手な」「シャープな」「清

潔な」「はっきりした」「澄んだ」「軽い」

という元気で活発的な印象を受ける多

くの因子があることから「活力因子」と

した。第 2 因子は「濃い」「にぎやかな」

「暖かい」という因子から「高揚因子」

とした。 

図 49 安定型のスライド 7 枚目 

安定型のスライド 8 枚目は、第 1 因子

は因子量にマイナスが付いているものが

あり「軽い」「澄んだ」「はっきりした」

という繊細で透き通った印象の因子から

「シャープ因子」とした。第 2 因子は「良

い」「陽気な」「にぎやかな」「鮮やかな」

という因子から「高揚因子」とし、第 3

因子は「興奮した」「明るい」という因子

から「活力因子」とした。 

 

 

図 50 安定型のスライド 8 枚目 

安定型のスライド 9 枚目は、第 1 因子

を「はっきりした」「濃い」「明るい」な

どの因子から「明確因子」とした。第 2

因子は「興奮した」「陽気な」から「情

熱因子」とし、第 3 因子は「荒々しい」

「暖かい」から「興奮因子」、第 4 因子

は因子量にマイナスが付いているもの

があり「軽い」「にぎやかな」「派手な」

という因子から「高揚因子」とした。 

 

 

図 51 安定型のスライド 9 枚目 
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安定型のスライド 10枚目は、第 1因子、

第 3因子には因子量にマイナスが付いてい

るものがあり「清潔な」「良い」「鮮やかな」

「軽い」などの因子から第 1 因子を「高揚

因子」、「濃い」「荒々しい」「ソフトな」と

いう因子から、第 3 因子を「濃厚因子」と

した。第 2 因子は「興奮した」「にぎやか

な」「派手な」という因子から「情熱因子」

とした。 

 

図 52 安定型のスライド 10 枚目 

安定型のスライド 11 枚目は、第 1 因子

を「暖かい」「にぎやかな」「派手な」「興

奮した」という因子から「情熱因子」とし

た。第 2 因子は「鮮やかな」「澄んだ」「明

るい」「はっきりした」という因子から「明

確因子」とし、第 3 因子は「清潔な」「陽

気な」「重い」という因子から「型物因子」

とした。 

 

 

図 53 安定型のスライド 11 枚目 

安定型のスライド 12 枚目は、因子の抽出ができず、エラーとなってしまった。 
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不安定型 37％ 

不安定な人のスライド 1~12 全体のデ

ータは、第 1 因子を「清潔な」「良い」「澄

んだ」「はっきりした」という上記と同

じような結果から「活力因子」とした。

第 2 因子は「にぎやかな」「派手な」「興

奮した」「明るい」という平均型の第 2

因子と同じような結果から「情熱因子」、

第 3 因子は「濃い」「重い」から「重量

因子」とした。 

 

図 54 不安定型のスライド全体 

不安定型のスライド 1 枚目は、第 1 因

子を「澄んだ」「清潔な」「繊細な」「良

い」「鮮やかな」から「好印象因子」と

した。第 2 因子は「にぎやかな」「明る

い」「派手な」「シャープな」から「華麗

因子」とし、第 3 因子は「暖かい」「は

っきりした」「陽気な」から「麗か因子」、

第 4 因子は「重量因子」、第 5 因子は「興

奮因子」とした。 

 

図 55 不安定型のスライド 1 枚目 

不安定型のスライド 2 枚目は、第 1 因

子は因子量にマイナスが付いているも

のがあり「鮮やかな」「派手な」「にぎや

かな」「軽い」などの因子から「活力因

子」とした。第 2 因子は「はっきりした」

「濃い」という因子から「明確因子」と

し、第 3 因子は「興奮した」「濃い」と

いう因子から「興奮因子」、第 4 因子は

「繊細因子」をした。 

 

図 56 不安定型のスライド 2 枚目 
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不安定型のスライド 3 枚目は、第 1 因子

を「興奮した」「にぎやかな」「派手な」「陽

気な」「鮮やかな」「荒々しい」「暖かい」

「明るい」という元気で活力的なイメージ

の因子から「高揚因子」とした。第 2 因子

は「清潔な」「良い」「はっきりした」とい

う因子から「好印象因子」とし、第 3 因子

は「濃い」「重い」という因子から「重量

因子」とした。 

 

図 57 不安定型のスライド 3 枚目 

 

不安定型のスライド 4 枚目は、第 1 因

子は因子量にマイナスが付いているもの

があり「清潔な」「良い」「軽い」「はっき

りした」などの因子から「軽やか因子」と

した。第 2 因子は「派手な」「明るい」「鮮

やかな」という因子から「ゴージャス因子」

とし、第 3 因子は「興奮した」「にぎやか

な」から「派手因子」、第 4 因子は「暖か

さ因子」とした。 

 

図 58 不安定型のスライド 4 枚目 

不安定型のスライド 5 枚目は、第 1 因

子を「派手な」「鮮やかな」「興奮した」「陽

気な」などの因子から「高揚因子」とした。

第 2 因子は「良い」「暖かい」「清潔な」

という因子から「安心因子」とし、第 3

因子は因子量にマイナスが付いているも

のがあり「濃い」「重い」「濁った」という

因子から「重量因子」、第 4 因子は「荒々

しさ因子」とした。 

 

図 59 不安定型のスライド 5 枚目 

不安定型のスライド 6 枚目は、因子の抽出ができず、エラーとなってしまった。 
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不安定型のスライド 7 枚目は、第 1 因子

に因子量にマイナスが付いているものが

あり「良い」「鮮やかな」「明るい」「清潔

な」「澄んだ」「繊細な」「陽気な」という

元気で活発的な印象の因子から「活力因子」

とした。第 2 因子は「はっきりした」「興

奮した」「派手な」「濃い」というはっきり

目立つようなイメージの因子から「明確因

子」とした。 

 

図 60 不安定型のスライド 7 枚目 

不安定型のスライド 8 枚目は、第 1 因

子を「澄んだ」「はっきりした」「清潔な」

「派手な」「シャープな」という因子から

「さわやか因子」とした。第 2 因子は「鮮

やかな」「明るい」「陽気な」「暖かい」と

いう因子から「陽気」因子とし、第 3 因

子は「重い」「荒々しい」という因子から

「重量因子」、第 4 因子は「濃い」とい

う因子から「濃度因子」とした。 

 

 

図 61 不安定型のスライド 8 枚目 

 

不安定型のスライド 9 枚目は、第 1 因

子を「派手な」「にぎやかな」「陽気な」

「荒々しい」「興奮した」という気分が高

まっているような印象の因子から「高揚

因子」とした。第 2 因子は「清潔な」「は

っきりした」「良い」「澄んだ」「鮮やかな」

という因子から「さわやか因子」とし、

第 3 因子は「重い」という因子から「重

量因子」とした。 

図 62 不安定型のスライド 9 枚目 
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不安定型のスライド 10 枚目は、第 1 因

子を「にぎやかな」「派手な」「興奮した」

「シャープな」という因子から「情熱因子」

とした。第 2、第 3 因子は因子量にマイナ

スが付いているものがあり、「良い」「清潔

な」「繊細な」「鮮やかな」という因子から

第 2 任氏は「さわやか因子」とし、「濃い」

「重い」「暗い」という因子から第 3 因子は

「重量因子」とした。 

 

図 63 不安定型のスライド 10 枚目 

不安定型のスライド 11 枚目は、第 1 因

子を「明るい」「にぎやかな」「鮮やかな」

「荒々しい」「派手な」「濃い」という元

気で活発的、行動的な印象を受ける因子

から「活力因子」とした。第 2 因子は「良

い」「清潔な」という清々しく真面目で、

良い印象を受ける因子から「さわやか因

子」とし、第 3 因子は「シャープ因子」

とした。 

 

 

図 64 不安定型のスライド 11 枚目 

不安定型のスライド 12 枚目は、因子の抽出ができず、エラーとなってしまった。 
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さらに、全体のデータを男女別に分けて、男女ごとにスライド 1~12 の結果をまとめた全

体と、スライド 1~12 を 1 枚ずつスライト別に因子分析に掛けた。 

男性 68％ 

まず、男性のスライド 1~12 全体のデ

ータは、第 1 因子を「清潔な」「良い」「は

っきりした」「鮮やかな」という清潔感

が感じられ、良い印象を受けることから

「さわやか因子」とした。第 2 因子は「派

手な」「興奮した」「明るい」「にぎやか

な」という元気で活発なイメージから

「活力因子」とし、第 3 因子は「重い」

「濃い」などから「重量因子」とした。 

 

図 65 男性の全体 

男性のスライド 1 枚目は、第 1 因子

は因子量にマイナスが付いているもの

があり「繊細な」「清潔な」「軽い」「澄

んだ」「良い」という因子から「さわや

か因子」とした。第 2 因子は「にぎやか

な」「シャープな」「陽気な」「興奮した」

という因子から「高揚因子」とし、第 3

因子は「濃い」「はっきりした」という

因子から「重量因子」とした。 

 

図 66 男性のスライド 1 枚目 

男性のスライド 2 枚目は、第 1 因子を

「にぎやかな」「派手な」「興奮した」「陽

気な」「明るい」「暖かい」という気分が

暖かく元気な印象から「高揚因子」とし

た。第 2 因子は「清潔な」「良い」「澄ん

だ」という因子から「さわやか因子」と

し、第 3 因子は「はっきりした」「シャ

ープな」という鋭さを感じさせられる因

子から「鋭利因子」とした。 

図 67 男性のスライド 2 枚目 
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男性のスライド 3 枚目は、第 1 因子を

「興奮した」「にぎやかな」「陽気な」

「荒々しい」という気持ちが高ぶってい

るイメージから「高揚因子」とした。第

2 因子は「澄んだ」「良い」「清潔な」と

いう清々しく良い印象を受ける因子か

ら「さわやか因子」とし、第 3 因子は「派

手な」「はっきりした」「濃い」「鮮やか

な」から「ゴージャス因子」とした。 

 

図 68 男性のスライド 3 枚目 

男性のスライド 4 枚目は、第 1 因子を

「興奮した」「にぎやかな」「派手な」「陽

気な」「明るい」という因子から「高揚

因子」とした。第 2 因子は「良い」「清

潔な」「澄んだ」「暖かい」という因子か

ら「安心因子」とし、第 3 因子は「重い」

「荒々しい」という因子から「重量因子」、

第 4 因子は「濃い」という因子から「濃

密因子」とした。 

 

図 69 男性のスライド 4 枚目 

男性のスライド 5 枚目は、第 1 因子を

「派手な」「陽気な」「鮮やかな」「はっ

きりした」「にぎやかな」「明るい」とい

う因子から「高揚因子」とした。第 2 因

子は因子量にマイナスが付いているも

のがあり「清潔な」「澄んだ」「薄い」「軽

い」「良い」というみずみずしくさわや

かで良い印象を受けるイメージから「さ

わやか因子」とした。 

 

図 70 男性のスライド 5 枚目 
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男性のスライド 6 枚目は、第 1 因子は

因子量にマイナスが付いているものが

あり「澄んだ」「清潔な」「良い」「明る

い」「賑やかな」「軽い」「鮮やかな」と

いう因子から「活力因子」とした。第 2

因子は「暖かい」「興奮した」という因

子から「情熱因子」とし、第 3 因子は「陽

気な」「派手な」「荒々しい」という因子

から「ゴージャス因子」とした。 

 

図 71 男性のスライド 6 枚目 

男性のスライド 7 枚目は、第 1 因子を

「鮮やかな」「明るい」「清潔な」「良い」

「はっきりした」「澄んだ」という因子

から「さわやか因子」とした。第 2 因子

は「にぎやかな」「派手な」「濃い」「荒々

しい」という因子から「ゴージャス因子」

とし、第 3 因子は因子量にマイナスが付

いているので「軽い」という因子から「軽

さ因子」とした。 

 

図 72 男性のスライド 7 枚目 

男性のスライド 8 枚目は、第 1 因子を

「陽気な」「鮮やかな」「明るい」「良い」

「暖かい」「にぎやかな」「澄んだ」とい

う因子から「高揚因子」とした。第 2 因

子は「シャープな」「清潔な」「はっきり

した」という因子から「さわやか因子」

とし、第 3 因子は「重い」「濃い」とい

う因子から「重量因子」、第 4 因子は「興

奮因子」とした。 

 

図 73 男性のスライド 8 枚目 
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男性のスライド 9 枚目は、第 1 因子を

「鮮やかな」「はっきりした」「清潔な」

「良い」「明るい」「澄んだ」「シャープな」

という因子から「活力因子」とした。第

2 因子は因子量にマイナスが付いている

ものがあり「派手な」「にぎやかな」「興

奮した」「陽気な」「軽い」という因子か

ら「高揚因子」とし、第 3 因子は「荒々

しさ因子」とした。 

 

図 74 男性のスライド 9 枚目 

男性のスライド 10 枚目は、第 1 因子

を「にぎやかな」「派手な」「興奮した」

という元気で活発的な印象を受ける因

子から「活力因子」とした。第 2 因子

は「良い」「清潔な」「陽気な」「暖かい」

という清々しく、気持ちが暖かくなる

ようなイメージから「高揚因子」とし、

第 3 因子は「重い」「濃い」という因子

から「重量因子」とした。 

 

図 75 男性のスライド 10 枚目 

男性のスライド 11 枚目は、第 1 因子

を「清潔な」「良い」「澄んだ」「はっき

りした」という清潔感あふれる良い印

象を受けるイメージから「さわやか因

子」とした。第 2 因子は「鮮やかな」

「明るい」という因子から「明確因子」

とし、第 3 因子は「にぎやかさ因子」

とした。第 4 因子は「シャープな」「荒々

しい」という因子から「鋭さ因子」と

した。 

図 76 男性のスライド 11 枚目 

男性のスライド 12 枚目は、因子の抽出ができず、エラーとなってしまった。 
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女性 32％ 

次に、女性のスライド 1~12 全体のデ

ータは、第 1 因子を「派手な」「にぎや

かな」「興奮した」「明るい」「陽気な」

「はっきりした」という全体的に華やか

さを感じる因子から「華やかさ因子」と

した。第 2 因子は「清潔な」「良い」「澄

んだ」という因子から「さわやか因子」

とし、第 3 因子は「暖かい」という因子

から「温暖因子」とした。 

 

図 77 女性の全体 

女性のスライド 1 枚目は、第 1 因子を

「派手な」「陽気な」「はっきりした」「明

るい」「にぎやかな」「鮮やかな」という

明るさや元気さを感じる因子から「華や

かさ因子」とした。第 2 因子は「清潔な」

「良い」という清々しさを感じる因子か

ら「さわやか因子」とし、第 3 因子は「重

い」「荒々しい」「興奮した」という因子

から「重量因子」とした。 

 

図 78 女性のスライド 1 枚目 

女性のスライド 2 枚目は、第 1 因子が

因子量にマイナスが付いているものが

あり「明るい」「鮮やかな」「陽気な」「軽

い」という因子から「陽気因子」とした。

第 2 因子は「派手な」「にぎやかな」「荒々

しい」という因子から「活力因子」とし、

第 3 因子は「清潔な」「はっきりした」

という因子から「明確因子」、第 4 因子

は「さわやか因子」とした。 

 

図 79 女性のスライド 2 枚目 

女性のスライド 3 枚目は、因子の抽出ができず、エラーとなってしまった。 
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女性のスライド 4 枚目は、第 1 因子を

「にぎやかな」「興奮した」「派手な」「陽

気な」という元気で活動的な印象を受け

る因子から「活力因子」とした。第 2 因

子は因子量にマイナスが付いているも

のがあり「軽い」「澄んだ」「清潔な」「繊

細な」「明るい」という軽やかで清潔さ

があり清々しいイメージを受けること

から「さわやか因子」とした。 

 

図 80 女性のスライド 4 枚目 

女性のスライド 5 枚目は、第 1 因子を

「鮮やかな」「明るい」「はっきりした」

という因子から「明確因子」とした。第

2 因子は「暖かい」「興奮した」「陽気な」

という因子から「情熱因子」とし、第 3

因子は因子量にマイナスが付いている

ものがあり「繊細な」「良い」「軽い」「清

潔な」という因子から「さわやか因子」

とした。 

 

図 81 女性のスライド 5 枚目 

女性のスライド 6 枚目は、第 1 因子を

「はっきりした」「澄んだ」「派手な」「鮮

やかな」「にぎやかな」「明るい」「陽気

な」「興奮した」という因子から「活力

因子」と氏ら。第 2、第 3 因子は因子量

にマイナスが付いているものがあり、第

2 因子は「清潔な」「軽い」から「さわ

やかさ」、第 3 因子は「シャープな」「悪

い」「荒々しい」から「とげとげしさ因

子」とし、第 4 因子は「暖かい」「濃い」

という因子から「濃厚因子」とした。 

図 82 女性のスライド 6 枚目 

女性のスライド 7 枚目は、因子の抽出ができず、エラーとなってしまった。 
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女性のスライド 8 枚目は、第 1 因子を

「鮮やかな」「明るい」「派手な」「はっ

きりした」「にぎやかな」「澄んだ」「シ

ャープな」「清潔な」「陽気な」「良い」

という因子から「活力因子」とした。第

2 因子は因子量にマイナスが付いている

ものがあり「興奮した」「暖かい」「薄い」

という因子から「熱気」因子、第 3 因子

は「荒々しさ因子」とした。 

 

図 83 女性のスライド 8 枚目 

女性のスライド 9 枚目は、因子の抽出ができず、エラーとなってしまった。 

女性のスライド 10 枚目は、第 1 因子を

「にぎやかな」「興奮した」「陽気な」「派

手な」などという因子から「活力因子」

とした。第 2、第 3 因子は因子量にマイナ

スが付いているものがあり第2因子は「清

潔な」「良い」「繊細な」から「さわやか

因子」、第 3 因子は「はっきりした」「シ

ャープな」などから「明確因子」、第 4 因

子は「重量因子」とした。 

 

図 84 女性のスライド 10 枚目 

女性のスライド 11 枚目は、第 1 因子を

「にぎやかな」「派手な」「明るい」「暖か

い」「はっきりした」などの因子から「高

揚因子」とした。第 2 因子は「澄んだ」「鮮

やかな」「清潔な」という因子から「さわ

やか因子」とし、第 3 因子は「興奮した」

「シャープな」「荒々しい」という因子か

ら「鋭さ因子」、第 4 因子は「重量因子」

とした。 

 

図 85 女性のスライド 11 枚目 
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女性のスライド 12 枚目は、第 1 因子

を「清潔な」「良い」「陽気な」「はっき

りした」「明るい」という元気で活発な

イメージから「活力因子」とした。第 2

因子は「にぎやかな」「派手な」「興奮

した」「澄んだ」という興奮して気分が

高まっているイメージから「高揚因子」

とし、第 3 因子は「荒々しさ因子」と

した。 

 

図 86 女性のスライド 12 枚目 
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5.2 二色配色の好き嫌いアンケート 

 12 の二色配色に関する好き嫌いアンケートの結果を、全体、男女別、平均・安定・不安

定別に分けて円グラフにまとめた。 

 

図 87 以下の円グラフの色が指す配色と番号 

 

図 88 全体(好き) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 89 全体(嫌い) 
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図 90 男性(好き) 

 

図 91 男性(嫌い) 

 

図 92 女性(好き) 
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図 93 女性(嫌い) 

 

図 94 平均(好き) 

 

図 95 平均(嫌い) 
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図 96 安定(好き) 

 

図 97 安定(嫌い) 

 

図 98 不安定(好き) 
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図 99 不安定(嫌い) 
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第 6 章 考察 

因子分析の結果をすべて見ていくと、安定した因子が得られたと言える。全体的に「活

力因子」「さわやか因子」「重量因子」「ゴージャス因子」「明確因子」「高揚因子」がどの分

析結果にも多く見られた。中でも「活力因子」が第 1 因子名になることが極めて多い結果

となった。元気で活発的、行動力がある印象を受けた因子からつけた因子名なので、本研

究の二色配色のスライド 1~12 から 100 人の被験者は「元気」「派手」「にぎやか」「陽気」

などというポジティブな印象を受けたと考えられる。また、第 2 因子には「さわやか因子」

や「清々しさ因子」というような、「清潔な」「澄んだ」「良い」「軽い」などの因子から因

子名を付けたものが多くあり、色の綺麗さや二色配色における色の印象の良さを感じてい

るのではないかと推測できる。第 3 因子はスライドや性格の型、男女によって異なる印象

を受けていると言える。「重量因子」や「ゴージャス因子」、「鋭さ因子」、「荒々しさ因子」

など、二色配色におけるそれぞれの配色の特徴が 1 番顕著に現れたのではないかと推測さ

れる。  

YG 性格検査の結果をもとにした「平均型」「安定型」「不安定型」別に、因子分析の結果

を見ると、スライドごとの「軽い―重い」の結果が「安定型」と「不安定型」で正反対に

なっていることが分かる。このことから、「安定型」「不安定型」の二色配色に対して感じ

ている色の印象、軽重の感じ方が異なると言える。一般的に、気分が沈んでいる人やうつ

傾向のある人はピンクや緑を好む傾向にあると言われているが、本研究の因子分析の結果

からはそのような傾向は見られなかった。このことから「うつ傾向のある人にはピンクと

緑が好まれる」ということに疑問を持つ結果となった。 

また、男女別に結果を見ると、2.4 男女の色彩嗜好の差に述べてある通り、男性は青と黄

色の組み合わせの配色を最もよく好んでいるという結果となり、女性はピンクと緑の組み

合わせの配色を好んでいるという結果となった。個人における色彩嗜好には差があること

は絶対だが、統計的にみると性格の「平均」「安定」「不安定」にはあまり左右されず、や

はり男性は青や黄色を好ましく感じ、女性はピンクや緑を好ましく感じると言える。また、

男女で因子分析の結果を比較してみると、男性は全ての二色配色を「軽い」と感じていた

のに対し、女性はスライドにより「軽い」と感じている配色と「重い」と感じている配色

があった。また、同じ色の組み合わせでも、色の位置を反転させた配色に感じる軽重が異

なるものもあった。これらのことから、男性は黒、濃い灰色、紺などの暗い色を「濃い色」

と認識しているのに対し、女性は同じ色を使っていても位置が異なると感じ方も異なるこ

とから、色を見たときに受ける印象や、気分から色を感じ取っているということが推測で

きる。 
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第 7 章 まとめ 

現在、色彩感情の効果が注目されている。「うつ傾向のある人はピンクと緑が好まれる」

と一般的には言われているが、本研究ではそのような結果ではなかった。デジタル化が進

み、多くの場面で表現できる色彩が増えたこともあり、私たちが普段目にしている色の量

も増えるようになった。その結果、以前に比べ好きな色、嫌いな色の個人差が大きくなっ

たのではないかと考えられる。一人一人の個人に対し、その人のためだけの商品を提案す

ることは難しいが、本研究から、性格の型別ごとに色に対する軽重が異なることという結

果となったので、1 つの商品を作るにしても、「目立つから赤」「気分を落ち着けたいから緑」

というのではなく、もっと個人が自分の性格やその時の気分に合わせて選択できるよう、

色の選択肢を増やしていくことが求められる。 

また、男女差を考えると、男性ははっきりとした色を好み、女性は感情で色を見るため、

あまりはっきりとした色よりも淡い、優しい色を好む傾向にある。配色の好き嫌いアンケ

ートの結果、男性は青と黄色の組み合わせ、女性はピンクと緑の組み合わせが 1 番好きな

配色となったが、全体の結果を見ても、「安定型」「不安定型」の結果を見ても、1 番好きな

配色は青と黄色のペアという結果になっている。個人差もあると思うが、これまでの色に

対する固定概念をはずし、よりその色から伝えたいことをニーズに合わせて考え、実現し

てく必要があると言える。 
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第 8 章 今後の課題 

 本研究では 100 人の被験者にアンケートに協力して頂き、データの信頼性をたかめるこ

とに力を入れたが、実際にデータを分析してみると、色の数が 12 色と少し少なかったよう

に思う。赤なら赤、青なら青ごとに、色には濃い薄い、明るい暗いがあり、もっと色の数

を絞り明度や彩度の意識を高めた研究を行うこともできると考える。 

 また、SD 法を用い配色に対する印象を表現する形容詞をこちらですでに用意し、5 段階

で評価して頂いたが、色の感じ方には個人差が大きく影響し、同じ色でも感じ方が一人一

人異なることから、SD 法で用いる形容詞の数をもっと増やす、または自由回答にした方が

より個人の感じ方が強く結果に出る研究にできたのではないか。今後の個人における色彩

嗜好の差の研究に生かしていきたい。 
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